
は
じ
め
に

明
治
・
大
正
時
代
を
通
じ
新
聞
人
や
鉱
業
家
、
代
議
士
と
し
て
活
躍
を
し
た
岡
山
市

出
身
の
坂
本
金
弥
（
以
下
、
「
金
弥
」
と
い
う
）
は
、
地
元
岡
山
で
は
憲
政
の
神
様
と

仰
が
れ
た
犬
養
毅
（
号
・
木
堂
）
と
勢
望
を
競
っ
た
有
力
者
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
縦
横
な
生
き
様
と
相
ま
っ
て
「
侠
気
の
男
」
や
「
政
界
の
惑
星
」
な
ど
と
人
柄
が

語
ら
れ
て
紹
介 （
１
）さ
れ
る
こ
と
が
多
い
半
面
、
こ
れ
ま
で
歴
史
上
に
位
置
付
け
な
が
ら
金

弥
と
い
う
人
物
を
検
証
し
た
研
究
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。

お
そ
ら
く
こ
の
背
景
に
は
金
弥
が
晩
年
、
経
済
的
苦
境
に
陥
っ
た
際
に
財
産
処
分
の

一
環
と
し
て
競
売
に
か
け
た
所
蔵
品
散
逸
、
第
二
次
大
戦
の
岡
山
空
襲
で
坂
本
家
の
関

係
資
料
が
焼
失
し
た
こ
と
な
ど
も
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
今
一
度
、
金
弥

が
創
刊
し
た
「
中
国
民
報
」
（
の
ち
山
陽
新
報
と
合
併
し
合
同
新
聞
、
さ
ら
に
改
題
し

て
現
・
山
陽
新
聞
と
な
っ
た
。
以
下
、
中
国
民
報
を
「
中
民
」、
山
陽
新
報
を
「
新
報
」

と
い
う
）
を
は
じ
め
と
し
た
当
時
の
新
聞
や
、
今
で
は
貴
重
な
文
献
史
料
と
も
い
え
る

同
時
代
人
に
よ
る
人
物
誌
、
評
論
な
ど
を
参
考
に
、
改
め
て
足
跡
を
編
年
的
に
追
究
す

る
こ
と
に
意
を
注
い
だ
。
は
た
し
て
金
弥
は
、
い
つ
の
時
期
、
何
を
考
え
、
ど
う
行
動

し
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
、
実
に
多
彩
な
顔
を
も
つ
金
弥
人
物
像
の
中
で
、
特
に
実
業
家
と
し
て
の

側
面
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

一
帯
江
鉱
山
入
手

金
弥
が
鉱
山
家
と
し
て
活
躍
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
現
在
の
倉
敷
市
中
庄
一
帯
に

あ
っ
た
銅
山
と
関
わ
っ
た
の
が
最
初
と
、
『
岡

山
市
史
（
人
物
編
）』
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
。

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
二
月
十
六
日
、
岡
山

市
花
畑
の
士
族
、
坂
本
弥
七
郎
と
妻
・
照
と
の

間
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
金
弥
は
幼
少
時
、
備
中
の
森
田
月
瀬 （
２
）に
師
事
し
て
漢
学

を
学
ん
だ
後
、
天
城
の
静
修
館
、
岡
山
商
法
講
習
所 （

３
）な
ど
を
経
て
、
大
阪
の
仏
蘭
西
法

律
塾
に
入
り
勉
学
に
励
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
大
阪
で
勉
強
中
の
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）、

家
督
を
継
ぐ
た
め
に
呼
び
戻
さ
れ
た
。
家
業
の
質
屋
兼
古
物
商
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
な

か
っ
た
の
か
、
家
業
の
傍
ら
代
言
人
（
今
の
弁
護
士
）
と
な
っ
た （

４
）こ
と
が
、
そ
の
後
の

金
弥
の
人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
転
機
と
な
っ
た
。

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
発
行
の
『
中
庄
村
誌
』
〈
第
五
節
、
鉱
業
〉
の
項
の
中
で

こ
の
間
の
事
情
を
う
か
が
う
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

【
史
料
１
】

（
吉
田
銅
山
・
猿
曳

さ
る
び
き鉱
山
に
つ
い
て
は
）
彼
（
広
島
県
沼
隈
郡
藤
江
村
、
山
路
玖

太
郎
）
は
岡
山
市
山
崎
町
佐
々
木
善
三
郎
に
譲
渡
し
佐
々
木
善
三
郎
は
神
戸
市
八

田
勇
之
助
へ
譲
渡
し
た
る
も
、
割
払
契
約
を
履
行
せ
ざ
る
に
依
り
佐
々
木
善
三
郎

は
岡
山
市
花
畑
坂
本
金
弥
に
権
利
の
回
復
を
依
托
し
、
遂
に
そ
の
鉱
業
権
を
坂
本

金
弥
に
譲
渡
し
た
る
も
の
な
り

一
銅
山
の
鉱
業
権
者
の
移
り
変
わ
り
を
述
べ
た
文
面
だ
が
、
金
弥
が
帯
江
と
関
わ
る
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坂本金弥
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よ
う
に
な
っ
た
経
緯
が
推
察
で
き
る
も
の
で
、
こ
の
譲
渡
話
の
一
件
以
来
、
鉱
山
経
営

に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

譲
渡
話
が
あ
っ
た
日
付
は
定
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八

九
） （
５
）前
後
と
推
察
さ
れ
る
。
当
時
、
そ
れ
ま
で
の
政
府
直
営
の
鉱
山
は
順
次
民
間
の
有

力
者
、
つ
ま
り
古
河
を
は
じ
め
、
三
井
や
三
菱
な
ど
の
各
財
閥
へ
払
い
下
げ
が
行
わ
れ

た
時
期
で
あ
り
、
岡
山
県
下
で
も
砂
鉄
製
錬
に
代
わ
っ
て
銅
鉱
の
採
掘
や
製
錬
が
時
代

の
旗
手
と
し
て
登
場
し
、
銅
山
の
試
掘
や
開
坑
が
県
内
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
時
代
だ
っ

た
（
６
）

。
事
実
、
金
弥
が
関
わ
っ
た
中
庄
一
帯
で
も
「
明
治
年
代
に
及
ん
で
は
付
近
に
於
て

金
盛
、
金
堀
、
青
木
、
吉
田
、
田
中
、
満
寿
、
金
才
の
諸
鉱
山
を
始
め
と
し
其
の
他
数

個
の
小
鉱
山
散
在
し
小
規
模
の
作
業
を
以
て
経
営
せ
ら
れ
し
」（『
都
窪
郡
誌
』）
と
い
っ

た
様
子
で
各
鉱
山
が
そ
れ
ぞ
れ
分
立
し
て
い
た
。
金
弥
は
前
述
の
そ
れ
ら
諸
鉱
山
の
う

ち
「
吉
田
、
田
中
、
青
木
、
満
寿
の
四
鉱
山
を
買
収
し
帯
江
鉱
山
と
改
称
」（
同
郡
誌
）

し
た
。

さ
ら
に
二
十
四
年
に
入
る
と
、
今
度
は
三
菱
合
資
会
社
（
岩
崎
弥
之
助
社
長
、
現
・

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
）
か
ら
帯
江
鉱
山
（
も
と
の
大
栄
鉱
山
と
興
共
鉱
山
）
を
「
金
参
千

四
百
円
也
」
で
譲
り
受
け
た
。
『
三
菱
社
誌
』
に
よ
る
と
、
当
時
三
菱
側
は
吉
岡
鉱
山

（
現
・
高
梁
市
成
羽
町
吹
屋
）
を
本
山
と
し
、
岡
山
県
内
や
広
島
県
東
部
で
経
営
す
る

各
鉱
山
を
支
山
と
し
て
傘
下
に
置
き
、
本
社
の
指
示
の
も
と
で
事
業
の
統
廃
合
、
見
直

し
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
吉
岡
鉱
山
の
十
支
山
中
、
帯
江
鉱
山
を
含
む
弥
高
や
瀬
戸
な

ど
七
支
山
の
鉱
山
が
同
時
売
却 （
７
）さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
、
う
ち
帯
江
鉱
山
を
同

年
六
月
、
金
弥
が
入
手
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
売
り
払
い
に
つ
い
て
は
三
菱
が
帯
江
鉱

山
を
買
収
し
た
代
金
の
二
割
に
も
満
た
な
い
金
額
で
あ
っ
た （
８
）と
い
う
。

二
帯
江
経
営
の
近
代
化

と
こ
ろ
で
帯
江
鉱
山
に
つ
い
て
注
目
し
て
お
き
た
い
点
に
、
そ
の
地
理
的
条
件
が
あ

る
。『
日
本
鉱
業
誌
（
下
）』
に
帯
江
銅
山
の
特
徴
を
端
的
に
指
摘
し
て
い
る
。

【
史
料
２
】

本
鉱
山
ハ
山
陽
鉄
道
倉
敷
駅
ノ
東
一
里
ナ
ル
田
野
中
ノ
阜
丘
ニ
在
リ
京
阪
地
方
ニ

於
テ
購
入
ス
ル
用
品
及
芸
備
地
方
ニ
テ
購
入
ス
ル
木
材
ハ
鉄
道
ニ
依
リ
輸
送
ス
ル

ヲ
得
且
ツ
鉱
区
ノ
西
端
ヲ
流
ル
ル
六
間
川
ナ
ル
灌
漑
用
河
川
ア
リ
其
下
流
ハ
児
島

湾
ニ
通
シ
十
噸 と
ん内

外
ノ
舟
運
ニ
適
ス
ル
ヲ
以
テ
木
材
火
薬
及
石
炭
ハ
専
ラ
舟
便
ニ

依
ル

こ
の
買
収
直
後
に
は
、
藤
田
伝
三
郎 （

９
）を
発
起
人
代
表
と
し
て
認
可
・
設
立
さ
れ
た
山

陽
鉄
道
が
ち
ょ
う
ど
神
戸
―
福
山
ま
で
開
通 （

�）し
て
い
る
。
人
里
離
れ
た
山
奥
に
点
在
す

る
鉱
山
が
多
い
中
、
対
照
的
に
吉
備
平
野
の
沃
野
の
一
角
に
位
置
し
、
地
理
的
な
好
条

件
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
が
帯
江
鉱
山
で
あ
る
。
山
陽
鉄
道
が
開
通
後
、
生
活
用
品
の
搬

入
も
一
層
便
利
に
な
り
、
焚
き
木
や
石
炭
、
コ
ー
ク
ス
と
い
っ
た
燃
料
類
は
児
島
湾
か

ら
彦
崎
経
由
で
六
間
川
水
路
を
使
い
運
び
込
ま
れ
て
い
た
。

金
弥
は
、
こ
う
し
た
帯
江
鉱
山
の
持
つ
地
理
的
利
点
と
あ
わ
せ
、
明
治
二
十
五
年
の

こ
ろ
、
大
胆
に
近
代
化
を
図
っ
て
い
く
。

新
報
の
同
年
八
月
二
十
五
日
付
に
、
そ
の
当
時
の
様
子
が
知
れ
る
記
事
が
あ
る
。

【
史
料
３
】

●
機
械
の
据
換
へ

備
中
国
都
宇
郡
帯
江
鉱
山
に
て
は
溶
解
分
析
其
の
外
凡
て
火

を
煽
ぐ
に
は
従
来
の
風
箱
「
タ
ゝ
ラ
」
な
る
も
の
使
用
し
来
り
し
か
ど
右
は
到
底

間
に
合
わ
ざ
る
よ
り
此
程
之
れ
を
廃
止
し
代
ふ
る
に
蒸
気
機
関
の
も
の
を
据
え
換

へ
る
都
合
と
な
り
し
を
以
て
仝
機
械
は
阪
地
に
注
文
中
な
り
し
に
去
る
廿
一
日
汽

車
積
に
て
倉
敷
停
車
場
に
着
荷
せ
し
を
以
て
直

ち
に
仝
鉱
山
に
運
搬
す
る
と
に
着
手
し
た
り

要
は
、
初
め
て
蒸
気
機
械
の
導
入
を
図
り
、
竪
坑

に
は
巻
き
上
げ
機
を
設
け
た
り
、
坑
内
に
ト
ロ
ッ
コ

を
導
入
し
、
精
錬
も
旧
式
ス
タ
イ
ル
か
ら
洋
式
溶
鉱

炉
に
切
り
替
え
た
。
燃
料
は
木
炭
か
ら
順
次
コ
ー
ク

ス
へ
と
変
更
し
な
が
ら
、
高
煙
突 （

�）も
完
成
さ
せ
た
。
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明治43年当時の帯江鉱山
（『陸軍特別大演習記念写真帖』

岡山市立中央図書館所蔵）



そ
の
後
も
金
弥
は
近
接
鉱
山
を
次
々
と
買
収
・
合
併
し
、
大
規
模
化
を
図
り
一
大
改

革
を
推
し
進
め
て
い
っ
た
。
新
し
い
技
術
導
入
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
企
業
家
精
神

が
う
か
が
え
る
と
同
時
に
、
作
業
能
率
も
一
段
と
向
上
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に

想
像
が
付
こ
う
。

三
指
折
り
の
鉱
業
家
へ

次
に
図
１
の
グ
ラ
フ
で
見
て
み
よ
う
。
『
岡
山
県
統
計
書
』
と
『
中
庄
村
誌
』
を
参

考
に
、
帯
江
鉱
山
の
年
産
銅
採
掘
高
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
年
代

前
半
は
、
二
百
五
十
貫
足
ら
ず
だ
が
、
多
少
の
増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
三
十
四
年
、

三
百
六
十
貫
程
度
ま
で
に
右
肩
上

が
り
の
微
増
を
続
け
て
い
る
。
し

か
し
、
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）

を
境
に
翌
年
か
ら
一
気
に
上
昇
カ
ー

ブ
を
描
き
、
四
十
年
の
千
六
百
七

十
貫
を
ピ
ー
ク
と
す
る
ま
で
大
幅

な
増
産
ぶ
り
で
あ
る
。
大
き
く
業

績
が
伸
長
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。

こ
の
た
め
燃
料
と
な
る
焚
き
木

に
も
事
欠
く
よ
う
な
事
態
が
続
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
三
十
九
年
当
時

の
新
報
紙
面
に
は
、
帯
江
鉱
山
が

松
丸
太
の
購
買
を
呼
び
か
け
る
広

告
を
連
日
掲
載
し
て
い
る
の
が
目

に
つ
く
。

ち
な
み
に
『
明
治
四
十
年
県

統
計
書
』
を
見
る
と
、
県
内
約
八

十
カ
所
の
鉱
山
中
、
帯
江
鉱
山

（
銅
）
の
採
掘
高
は
吉
岡
鉱
山
（
金
銀
銅
）

の
千
九
百
七
十
九
貫
に
次
い
で
二
位
、
製

品
販
売
高
の
價
額
は
帯
江
五
十
二
万
六
千

九
百
円
に
対
し
、
吉
岡
（
銅
）
五
十
三
万

二
千
五
百
円
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
両
社
の
生
産
力
は
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
る
。
四
十
年

度
県
予
算
額
が
百
九
十
五
万
円
当
時
の
話
で
あ
る
。中
国
地
方
で
金
弥
は
、指
折
り
の
鉱

業
家
へ
と
名
乗
り
を
上
げ
、一
躍
盛
名
を
と
ど
ろ
か
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
こ
ろ
の
奮
闘
を
物
語
る
資
料
類
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
ず
一
つ
目
は
『
本
邦
綿
糸

紡
績
史

第
二
巻
』 （

�）の
中
で
語
ら
れ
る
件 く
だ
り

で
、
金
弥
の
鉱
山
事
業
に
つ
い
て
「
他
の

鉱
山
か
ら
も
銅
鉱
を
買
入
れ
て
大
々
的
に
営
業
し
、
最
も
盛
大
の
際
に
は
毎
日
四
万
円

づ
つ
の
収
益
を
挙
げ
た
と
称
さ
れ
る
」
と
い
う
。
金
額
の
真
偽
の
ほ
ど
は
と
も
か
く
、

業
績
拡
大
の
結
果
が
こ
う
表
現
さ
せ
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

二
つ
目
は
、
森
元
辰
昭
・
岡
山
近
代
史
研
究
会
会
長
か
ら
提
供
を
受
け
た
岡
山
県
貴

族
院
多
額
納
税
者
議
員
互
選
人
名
簿
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
金
弥
が
名

簿
に
登
場
す
る
の
は
明
治
三
十
七
年
と
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
の
二
度
だ
が
、
三
十

七
年
は
一
位
大
原
孝
四
郎
、
二
位
野
崎

武
吉
郎
、
三
位
土
居
通
信
ら
に
続
い
て
、

金
弥
の
名
前
が
七
位
に
見
か
け
ら
れ
る
。

こ
の
リ
ス
ト
中
に
登
場
す
る
人
物
の

多
く
は
地
租
と
し
て
の
納
税
額
が
多
い
、

い
わ
ゆ
る
土
地
持
ち
・
地
主
階
層
で
あ

り
、
金
弥
の
場
合
は
、
地
租
よ
り
そ
の

他
納
税
額
の
数
字
の
方
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
今
風
の

言
葉
に
置
き
換
え
れ
ば
「
新
興
成
り
金
」

と
で
も
呼
べ
る
よ
う
な
実
像
が
く
っ
き

り
と
輪
郭
を
み
せ
て
い
る
。

次
に
三
十
九
年
の
リ
ス
ト
を
見
る
と
、
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帯江鉱山丸太
購入広告
（『新報』明治39
年10月22日付）

図１ 帯江鉱山の銅採掘高
出典は明治31～35年は『中庄村誌』、明治37～大正２年は『岡山県統計書』、
明治36年は欠

氏 名 住 所 納 税 額

坂本 金弥 岡山市古京町 １万１２８７円３７銭

野崎武吉郎 児島郡味野村 ８５８７円４３銭

服部平兵衛 邑久郡牛窓町 ７８６４円２９銭

伊原木藻平 上道郡西大寺町 ７７２３円３２銭

藤田 林蔵 吉備郡足守町 ５８９１円５０銭

佐藤 栄八 都窪郡茶屋町 ５３７３円７６銭

大橋平右衛門 同 倉敷町 ５２９１円５４銭

梶谷芳之亟 同 中州村 ４９９２円１７銭

豊福 俊雄 英田郡粟広村 ４６２４円７８銭

土居 通博 苫田郡田邑村 ４５８６円５８銭６厘

表１ 明治三十九年の岡山県貴族院多額納税者
議員互選人の名簿一覧表（一部割愛）



今
度
は
金
弥
が
野
崎
武
吉
郎
や
伊
原
木
藻
平
、
服
部
平
兵
衛
ら
と
交
替
し
、
ト
ッ
プ
に

顔
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
互
選
人
名
簿
に
つ
い
て
は
新
報
が
明
治
三
十
九
年
九
月

十
九
日
付
、
一
面
で
伝
え
て
い
る
。
参
考
の
た
め
人
物
と
そ
の
納
税
額
を
拾
い
出
し
、

一
覧
表
に
ま
と
め
た
の
が
表
１
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
差
異
を
見
る
限
り
、
推
察
で
き
る
こ
と
は
明
治
三
十
九
年
前
後
の
こ

の
時
代
が
、
金
弥
に
と
っ
て
実
業
家
と
し
て
最
も
華
や
か
な
絶
頂
期
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

四
晴
れ
の
舞
台

金
弥
の
羽
振
り
の
よ
い
生
活
の
一
端
が
描
か
れ
た
記
事
が
あ
る
。
実
業
界
と
と
も
に
、

早
く
に
新
聞
業
界
へ
も
進
出
し
て
い
た
金
弥
は
三
十
九
年
三
月
、
そ
れ
ま
で
の
個
人
経

営
か
ら
鉱
業
や
紡
績
業
な
ど
関
連
諸
事
業
を
ま
と
め
て
坂
本
合
資
会
社
へ
と
組
織
替
え

を
行
う
。
あ
わ
せ
て
同
年
秋
、
中
民
社
屋
（
岡
山
市
東
中
山
下
）
を
新
築
し
、
傍
ら
に

は
三
階
建
て
の
同
合
資
会
社
も
併
設
し
た
。
そ
の
新
築
落
成
式
と
合
資
会
社
開
業
披
露

を
兼
ね
、
金
弥
主
催
の
園
遊
会
、
協
賛
イ
ベ
ン
ト
の
劇
場
開
放
や
自
転
車
競
走
大
会
が

十
一
月
二
十
三
日
、
岡
山
市
内
で
開
か
れ
た
。

当
日
は
披
露
宴
に
先
立
ち
、
金
弥
の
肝
い
り
で
組
織
し
た
政
治
団
体
「
鶴
鳴
会
」
発

会
式
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
新
報
は
記
事
を
よ
く
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
の
様

子
は
二
十
五
日
付
で
報
道
し
て
い
る
が
、

「
坂
本
氏
園
遊
会
」
と
小
見
出
し
付
き
の
記

事
で
は
、
後
楽
園
会
場
入
り
口
で
金
弥
、
弟

の
坂
本
義
夫
（
以
下
、「
義
夫
」
と
い
う
）、

金
弥
の
妹
婿
・
坂
本
権
三
郎
（
同
、
「
権
三

郎
」
と
い
う
）
を
は
じ
め
、
合
資
会
社
重
役

ら
が
勢
揃
い
し
て
両
備
作
三
国
か
ら
の
来
賓

千
五
百
人
余
を
出
迎
え
。
園
内
で
午
後
の
ひ

と
時
、
宴
を
終
え
た
一
行
は
後
楽
園
仮
桟
橋

か
ら
「
茲 こ
こに
予
備
せ
る
渡
船
に
乗
り
荒
手
な

る
坂
本
本
邸
に
送
ら
れ
て
一
味
の
煎
茶
に
酒
後
の
渇
を
癒
や
し
夫
れ
よ
り
各
室
に
装
展

せ
る
美
術
珍
玩
を
縦
覧
せ
る
」。

記
事
中
の
坂
本
本
邸
と
は
前
年
、
金
弥
が
岡
山

藩
筆

頭
家

老
、
伊
木

忠
澄
（

号
・

三
猿
斎
）
の
下
屋
敷
「
伊
木
屋
敷
」 （

�）を
新
居
と
し
て
買
い
受
け
た
も
の
だ
。
数
寄
を
凝

ら
し
た
建
物
と
広
い
邸
内
で
は
茶
席
や
模
擬
店
が
設
け
ら
れ
、
蒐 し
ゅ
う

集 し
ゅ
う品
の
書
画
・
骨

董
品
の
数
々
が
披
露
さ
れ
た
。
中
に
は
蕪
村
の
山
水
双
幅
な
ど
金
弥
ご
自
慢
の
逸
品
も

あ
っ
て
、
「
何
れ
も
主
人
の
豪
興
に
公
休
半
日
の
清
遊
を
尽
く
せ
し
（
中
略
）
傍
観

者

も
亦
多
く
近
来
稀
有
の
盛
会
な
り
き
」
と
結
ん
で
い
る
。

『
中
国
民
報
社
誌
』
に
よ
れ
ば
、
劇
場
開
放
は
当
夜
、
市
内
の
高
砂
座
と
大
福
座
で

中
民
読
者
ら
を
招
待
し
、
自
転
車
競
走
大
会
も
午
前
中
か
ら
平
井
堤
下
に
新
設
さ
れ
た

大
ト
ラ
ッ
ク
で
全
国
連
合
自
転
車
大
競
走
会
と
し
て
催
さ
れ
、
終
日
大
勢
の
人
波
が
続

い
た
。五

繁
栄
の
陰
で

し
か
し
、
金
弥
の
立
身
出
世
ぶ
り
と
は
裏
腹
に
、
帯
江
鉱
山
繁
栄
の
陰
で
は
負
の
側

面
、
今
で
い
う
と
こ
ろ
の
公
害
問
題
が
起
き
て
い
た
。

鉱
山
の
町
と
し
て
帯
江
が

�企
業
城
下
町

�の
様
相
を
次
第
に
呈
す
る
よ
う
に
な
っ

て
く
る
と
、
鉱
山
労
働
者
ら
の
社
宅
が
建
ち
並
び
、
電
気
は
倉
敷
の
町
よ
り
も
一
足
早

く
点
灯
し
、
郵
便
局
ま
で
も
開
局
し
て
い
る
。

一
段
の
賑
わ
い
ぶ
り
に
つ
れ
て
地
域
住
民
の
増
加
は
、
行
政
に
と
っ
て
イ
ン
フ
ラ
整

備
な
ど
新
た
な
懸
案
が
派
生
し
て
く
る
。
つ
ま
り
小
学
校
の
増
改
築
や
診
療
所
開
設
と

い
っ
た
施
設
の
充
実
・
整
備
な
ど
で
、
鉱
山
主
の
金
弥
は
こ
の
よ
う
な
機
会
を
捉
え
、

そ
の
都
度
、
村
へ
個
人
名
や
坂
本
合
資
会
社
名
で
建
設
資
金
の
寄
付
も
行
っ
て
い
た
。

『
中

庄
村

誌
』
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
一
年
度
の

校
舎

改
築
で
「
金
一
千

円
坂
本
金

弥
」
、

就
学

児
童

数
増

加
の
た
め
明
治

四
十
一
年
（
一
九

〇
八
）
二
月
に

起
工
し
た
新

校
舎
建
設
事
業
の
際
に
は
「
金
一
千
五
百
円
坂
本
合
資
会
社
」
と
し
て
寄
付
し
て
い

る
。 （

�）
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荒手の坂本本邸
（『伊木三猿斎旧邸並故坂本金弥氏旧蔵売
り立て毛くろ久』岡山県立図書館所蔵）



こ
う
し
た
行
為
は
、
い
わ
ば
事
業
所
側
の

�地
元
対
策

�で
あ
っ
た
の
か
、
当
初
、

煙
害
に
よ
る
問
題
は
地
元
で
そ
う
騒
が
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
明
治
三
十
年

代
に
入
り
、
と
り
わ
け
足
尾
銅
山
事
件 （

�）が
一
大
社
会
問
題
化
す
る
と
、
岡
山
へ
も
影
響

は
及
ぶ
。
鉱
毒
反
対
運
動
へ
と
地
元
農
民
ら
を
駆
り
立
た
せ
、
訴
訟
問
題
に
発
展
す
る

ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
く
る
。
金
弥
関
係
の
鉱
山
で
新
聞
が
伝
え
る
事
例
を
挙
げ
れ
ば
、

次
の
【
史
料
４
】
と
【
史
料
５
】
が
そ
れ
ら
で
あ
る
。

【
史
料
４
】

新
報
明
治
三
十
四
年
九
月
二
十
日
付

●
帯
江
鉱
山
と
烟
毒
都
窪
郡
帯
江
村
帯
江
鉱
山
は
近
来
益
々
隆
盛
に
赴
き
工
夫

八
百
余
人
を
使
役
し
て
盛
に
採
掘
製
鉱
に
従
事
し
尚
事
業
拡
張
の
為
め
工
場
を
増

築
せ
し
が
（
中
略
）
而
し
て
同
鉱
精
煉
所
数
拾
ヶ
所
建
立
以
来
同
地
以
西
の
農
作

物
は
固
よ
り
山
中
の
樹
木
雑
草
に
至
る
迄
其
煙
突
よ
り
日
夜
絶
え
ず
吐
出
す
る
悪

臭
煙
（
硫
黄
臭
）
の
為
め
重
大
な
る
害
毒
を
被
り
山
中
は
殆
ど
焼
山
の
如
く
禿
げ

田
畑
の
豊
作
物
は
或
は
枯
死
し
或
は
発
育
を
妨
げ
ら
れ
稲
作
蕎
麦
及
甘
藷
等
の
如

き
も
の
に
至
り
て
は
凡
そ
毎
年
二
割
方
以
上
の
収
穫
を
減
ぜ
り
と
い
ふ

【
史
料
５
】

新
報
明
治
三
十
六
年
七
月
十
日
付

●
鉱
毒
事
件
の
控
訴
当
市
坂
本
金
弥
氏
の
所
有
に
か
か
る
小
田
郡
三
谷
村
字
大

渡
の
弥
高
山
鉱
山
よ
り
流
出
す
る
鉱
毒
三
谷
村
大
字
横
谷
の
農
作
地
に
害
を
與
ふ

る
こ
と
少
か
ら
ず
と
て
村
民
岡
寿
一
郎
氏
外
百
二
十
七
名
よ
り
坂
本
氏
に
向
つ
て

損
害
賠
償
三
万
九
百
四
十
二
円
八
十
八
銭
を
請
求
し
た
る
事
件
は
曩 さ
きに
当
地
裁
判

所
に
て
審
理
の
末
事
件
の
一
部
た
る
請
求
の
原
因
に
付
き
至
当
な
り
と
の
判
決
を

與
へ
た
る
が
坂
本
氏
は
之
に
服
せ
ず
控
訴
せ
し
か
ば
大
阪
控
訴
院
民
事
三
部
の
擔

任
と
な
り
（
以
下
略
）

金
弥
は
こ
う
し
た
公
害
問
題
が
あ
っ
て
明
治
四
十
二
年
春
、
岡
山
市
宝
伝
の
瀬
戸
内

海
沖
合
に
浮
か
ぶ
犬
島
へ
製
錬
所
を
移
転
（

�）

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
犬
島
へ
は
当
時
、

岡
山
か
ら
人
車
で
三
蟠
港
へ
向
か
い
、
海
路
を
取
る
こ
と
都
合
二
時
間
ほ
ど
の
至
便
の

地
で
あ
る
。

同
製
錬
所
は
金
弥
の
弟
で
三
十
九
年
、
京
都
理
工

科
大
学
機
械
科

卒
の
坂
本

鑒
四
郎
（
以
下
、
「

鑒
四

郎
」
と
い
う
）
が
建
設
に
当
た
り
、
同
じ
年
に
東
大

応
用
化
学
科
を
卒
業
し
た
工
学
士
、
武
藤
與
作
が
技

術
管
理
者
と
し
て
創
業
当
初
か
ら
金
弥
の
事
業
を
助

け
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
経
緯
も
明
治
四
十
四
年
十

一
月
発
行
の
『
岡
山
県
名
鑑
』
の
中
で
触
れ
て
い
る

が
、
工
場
の
能
力
は
「
一
日
約
四
万
貫
の
鉱
石
を
処

理
し
得
、
而
し
て
鉱
炉
の
み
増
築
す
れ
ば
目
下
の
能

力
の
二
倍
迄
直
ち
に
増
加
し
得
る
様
に
元
動
機
其
他

の
設
備
を
完
備
せ
り
」
と
記
す
。

六
幅
広
い
事
業
展
開

こ
れ
ま
で
の
動
向
は
、
主
に
帯
江
鉱
山
と
の
関
わ
り
で
述
べ
て
き
た
が
、
金
弥
が
鉱

山
経
営
を
し
て
い
た
の
は
、
実
は
帯
江
だ
け
で
は
な
い
。
先
の
裁
判
記
事
に
見
ら
れ
る

弥
高
鉱
山
は
明
治
二
十
七
年
、
赤
木
佐
太
郎
か
ら
譲
り
受
け
て
「
二
三
年
採
鉱
せ
し
後

休
山
、

後
弥
高
鉱
業

株
式
会
社
の

稼
行
す
る
所

」
（
『
増

訂
小
田
郡

誌
下

巻
』
）
と

な
っ
た
銅
山
で
あ
り
、
金
弥
の
鉱
山
関

連
グ

ル
ー

プ
会
社
と
し
て
は
以
下
、
【
史
料

６
】
で
分
か
る
通
り
、
坪
井
鉱
山
や
坂
本
コ
ー
ク
ス
製
造
所
、
久
原
炭
坑
な
ど
も
存
在

し
て
い
た
。

【
史
料
６
】

岡
山
市
東
中
山
下

坂
本
本
店

岡
山
市
船
着
町

坂
本
支
店

美
作
津
山
駅
前

坂
本
支
店

筑
前
若
松
海
岸
通
三
丁
目
坂
本
出
張
店

大
坂
川
口

坂
本
出
張
店

備
中
都
窪
郡
中
庄
村

帯
江
鉱
山
職
員
一
同
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往時の犬島製錬所（『岡山県名鑑』）



美
作
久
米
郡
坪
井

坪
井
鉱
山
職
員
一
同

児
島
郡
日
比
村

坂
本
コ
ー
ク
ス
製
造
所

筑
前

久
原
炭
坑
職
員
一
同

【
史
料
６
】
は
、
中
民
の
明
治
三
十
九
年
元
日
付
、
二
十
八
ペ
ー
ジ
特
集
紙
面
で
扱

わ
れ
た
年
賀
の
名
刺
広
告
で
あ
る
。
こ
れ
ら
関
係
先
が
金
弥
全
盛
時
代
の
坂
本
家
を
中

心
と
し
た
事
業
所
一
覧
な
の
で
あ
ろ
う
。
指
折
り
の
鉱
山
家
と
な
り
、
岡
山
に
本
店
を

構
え
、
支
店
を
大
阪
に
置
い
て
、
ま
す
ま
す
隆
盛
を
誇
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

金
弥
が
触
手
を
伸
ば
し
た
と
こ
ろ
で
は
筑
前
（
現
・
福
岡
県
北
西
部
）
の
久
原
炭
坑

の
ほ
か
、
今
は
大
分
県
大
野
市
と
な
っ
て
い
る
尾
平
鉱
山 （

�）で
も
十
数
年
経
営
に
関
係
し

た
。
ま
た
、
発
起
人
の
一
人
と
し
て
の
会
社
設
立
に
関
わ
っ
た
備
前
陶
器
株
式
会
社

（
明
治
二
十
九
年
三
月
創
業
、
現
・
備
前
市
伊
部
）
や
、
同
じ
く
三
石
ク
レ
ー
株
式
会

社
（
同
年
七
月
創
業
、
同
市
三
石
）
が
興
る
と
、
権
三
郎
が
同
社
取
締
役
と
し
て
参
画

し
て
い
る
。

七
時
代
の
波
に
翻
弄

わ
が
国
で
は
明
治
二
十
年
代
後
半
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
企
業
活
動
が
活
発
化
し
、

勃
興
期
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
こ
れ
だ
け
の
事
業
展
開
、
拡
張
に
挑
ん

で
い
け
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
し
て
、
確
か
に
鉱
業
家
と
し
て
の
金
弥
は
、
一

定
の
評
価
も
受
け
て
い
る
。

【
史
料
７
】

新
報
（
筆
者
要
約
）
明
治
四
十
一
年
七
月
二
十
五
～
二
十
八
日
付
（
内
三
回
連
載
）

「
わ
が
国
で
は
石
炭
と
銅
が
最
も
主
要
な
鉱
産
物
で
あ
り
、
岡
山
県
の
鉱
産
物
総

価
格
は
百
四
十
一
万
五
千
円
（
明
治
三
十
九
年
度
）
で
全
国
各
府
県
中
で
十
三
位
、

鉱
業
に
従
事
す
る
人
数
は
四
千
四
十
人
」
と
概
観
し
、
近
年
「
岡
山
県
の
鉱
業
発

達
の
為
に
誠
に
喜
は
し
き
は
瀬
戸
内
海
の
海
岸
に
小
規
模
な
が
ら
中
央
精
煉
所
的

な
も
の
が
数
多
建
設
せ
ら
れ
た
る
こ
と
是
な
り
」
と
し
た
上
で
、
水
島
精
煉
所
や

小
串
精
煉
所
、
そ
し
て
目
下
建
設
中
の

犬
島
精
煉
所
の

存
在
を

挙
げ
な
が
ら
、

「
岡
山
県
に

在
り
て
は
坂
本

杉
山 （

岩
三
郎
、

�）

両
氏
の

如
き

実
験
家
あ
り
新

進
気

鋭
な
る
坂

田

貢
氏
の
如
き
あ
り
て
鋭
意
鉱
業
に
従
事
し
つ
つ
あ
る
は
吾
人
の
意
を
強
う
す
る
所

な
り
」

冶
金
学
の
大
家
、
斎
藤
大
吉
・
京
都
工
科
大
学
教
授 （

�）に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
三
回
連
載

企
画
に
ま
と
め
た
「
鉱
業
の
趨
勢
（
附
岡
山
県
の
鉱
業
）
」
の
中
で
、
前
述
の
よ
う
な

見
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

と
は
い
え
、
金
弥
が
生
き
て
き
た
時
代
は
日
清
、
日
露
両
戦
争
を
挟
み
、
戦
争
の
反

動
不
況
に
揺
れ
、
企
業
活
動
も
世
の
中
の
浮
き
沈
み
に
大
き
く
左
右
さ
れ
た
。
な
か
に

は
再
起
不
能
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
痛
手
を
負
っ
た
出
来
事
も
あ
っ
た
。

浮
沈
の
激
し
か
っ
た
例
と
し
て
、
少
し
時
代
は
遡
る
が
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

三
月
、
地
元
経
済
人
ら
が
合
同
し
て
設
立
し
た
備
前
紡
績
（
現
・
岡
山
市
下
石
井
、
社

長
・
大
森
馬
之
）
と
、
御
野

み
の

銀
行
（
同
所
、
代
表
者
・
亀
山
猪
之
助
）
の
両
ケ
ー
ス
が

知
れ
る
。
社
長
、
代
表
者
の
名
前
は
と
も
に
別
人
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
主
導
権
は

金
弥
が
握
っ
て
い
た
「
坂
本
の
会
社
」
で
あ
っ
た
た
め
、
中
民
紙
面
で
は
備
前
紡
や
御

野
銀
の
設
立
に
至
る
ま
で
一
連
の
経
緯
を
事
細
か
く
以
下
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

例
え
ば
、

御
野

銀
に

つ
い
て
み
る
と
、
「
株
金
三
万
円
の

計
画
な
り
し
を

賛
成
者
多

き
が
為
五
万
円
と
為
し
、
今
明
日
中
に
其
筋
へ
設
立
届
出
を
為
す
由
、
因
に
記
す
同
会

社
の
発
起
人
は
保
島
善
次
、
河
合
兵
吉
、
西
原
藤
次
郎
、
新
鉄
道
、
星
島
丈
吉
、
船
橋

清
次
、
坪
田
平
太
郎
、
岡
崎
筈
吉
、
亀
山
猪
之
助
、
小
橋
菊
太
郎
、
小
合
正
隆
、
中
野

寿
吉
、

佐
藤
伊
市
、

沙
田

初
次
郎
、

安
井

底
二

氏
等
二
十
五
名
な
り
と
」
（
明
治
二
十

八
年
八
月
三
日
付
）。

ま
た
「
愈
よ
昨
日
本
県
庁
へ
届
立
て
た
り
、
因
に
記
す
同
銀
行
は
御
野
郡
石
井
村
大

字
上

出
石
岡
山

停
車

場
中

筋
に
設
立
す
る

筈
な
り
と
」
（
同
年
八
月
二
十
二
日
付
）
な

ど
で
あ
る
。
掲
載
さ
れ
た
発
起
人
名
の
羅
列
も
当
時
、
豪
農
や
平
民
を
は
じ
め
と
し
た

地
元
有
力
者
と
お

ぼ
し
き
人
た
ち
で
あ
る
。

か
た
や
金
弥
の
関
わ
っ
た
備
前
紡
績
が
岡
山
市
内
で
岡
山
紡
績
に
次
い
で
設
立
さ
れ

た
の
は
、
先
に
触
れ
た
二
十
九
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
は
日
清
戦
争
後
の
好
況

期
で
、
企
業
熱
も
目
覚
し
か
っ
た
こ
ろ
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
備
前
紡
は
、
起
重
機
を
紡
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績
工
場
に
初
め
て
使
用
・
導
入
し
た
上
、
「
寄
宿
舎
を
建
て
蓄
音
器
を
置
き
動
物
の
標

本
室
を
作
り
」
（
『
本
邦
綿
糸
紡
績
史

第
七
巻
』
）
職
工
教
育
を
開
始
す
る
な
ど
、
新

機
軸
を
出
し
た
企
業
経
営
で
、
そ
の
船
出
も
さ
ほ
ど
困
難
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
。だ
が
、
そ
の
後
県
内
三
大
紡
の
一
つ
、
玉
島
紡
績
（
現
・
倉
敷
市
玉
島
）
が
反
動
不

況
の
あ
お
り
で
明
治
三
十
二
年
九
月
破
産
す
る
と
、
大
口
債
権
者
で
あ
っ
た
金
弥
に
も

火
の
粉
が
降
り
か
か
る
。『
同
紡
績
史
第
二
巻
』
に
よ
れ
ば
、「
玉
島
紡
績
の
建
物
機

械
は
明
治
参
二
年
公
売
処
分
に
付
せ
ら
れ
、
二
十
二
万
五
千
円
を
以
て
坂
本
金
弥
氏
に

落
札
と
な
つ
た
」
。
結
局
金
弥
は
こ
の
玉
島
紡
績
を
買
収
し
、
備
前
紡
績
の
傘
下
と
し

て
玉
島
紡
は
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
産
業
界
の
み
な
ら
ず
、
金
融
界
も
世
の
中
が
貸
出
金
の
焦
げ
付
き
や
取
り
付

け
騒
ぎ
で
騒
然
と
し
て
く
る
と
、
県
下
銀
行
界
は
深
刻
化
す
る
。
つ
い
に
は
玉
島
紡
倒

産
か
ら
二
年
後
の
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
七
月
、
杉
山
岩
三
郎
や
香
川
真
一
ら
が
実

質
的
に
経
営
に
当
た
っ
て
い
た
岡
山
で
最
大
規
模
の
二
十
二
銀
行
が
経
営
不
振
に
陥
り
、

安
田
銀
行
（
本
店
・
東
京
）
の
支
援
を
受
け
る
事
態
を
迎
え
る （

�）。

設
立
間
も
な
い
御
野
銀
行
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
事
態
は
さ
ら
な
る
打
撃
と
な
っ
た

よ
う
で
、
最
終
的
に
同
行
は
そ
の
年
、
臨
時
休
業
（
八
月
十
七
日
）
、
破
産
宣
告
（
同

月
二
十
六
日
）
へ
と
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
御
野
銀
行
の
破
産
は
県
内
で
最
初
の
銀

行
破
産
と
な
り
、
岡
山
市
民
の
不
安
を
煽
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

東
京
・
二
六
新
報
創
刊
者
で
、
金
弥
と
は
「
生
涯
の
盟
友
」
と
し
て
同
志
的
関
係
に

あ
っ
た
秋
山
定
輔 （

�）が
、
存
命
中
に
口
述
し
た
『
秋
山
定
輔
は
語
る
』
（
昭
和
十
三
年
十

一
月
発
行
）
の
中
で
、
こ
の
間
の
金
弥
の
動
向
を
興
味
深
く
語
っ
て
い
る
。
少
々
長
く

な
る
が
、
的
を
射
た
語
り
口
と
思
え
る
の
で
引
用
し
て
お
く
。

【
史
料
８
】

彼
（
金
弥
）
は
ま
た
極
端
な
悲
境
に
沈
ん
で
し
ま
つ
た
。
そ
れ
は
前
に
鉱
山
が
余

り
よ
く
な
つ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
他
の
事
業
に
手
を
伸
ば
し
た
の
が
失
敗
の
原
因
だ
っ

た
。
就
中
岡
山
県
の
玉
島
紡
績
を
全
部
一
人
で
引
き
受
け
た
。
が
慣
れ
ぬ
事
業
で

あ
る
。
間
も
な
く
大

暴
落
に

遭
つ
た
結

果
、
大

欠
損
、
（
中

略
）
六
七
十
万
の
大

負
債
を
し

ょ
ひ
込

ん
で
、
（
中

略
）

彼
は

全
く

其
の
時

代
の

風
変
り
な

若
い

鉱
山

師
、
山
が
中 あ
たつ
て
慣
れ
な
い
紡
績
事
業
、
百
万
近
い
大
負
債
で
極
端
な
大
破
産
だ
。

も
う
か
う
な
る
と
誰
も
相
手
に
し
な
い
。
此
の
男
が
後
日
再
び
成
功
し
て
、
関
西

財
界
の
重
鎮
に
な
ろ
う
と
は
誰
が
其
の
時
想
像
し
得
よ
う

八
不
遇
時
代
の
余
波

以
上
、
金
弥
の
足
跡
を
た
ど
る
と
鉱
山
事
業
に
手
を
染
め
た
当
初
、
苦
労
の
末
に
徐
々

に
産
額
を
上
げ
、
次
に
食
指
を
動
か
し
た
紡
績
・
金
融
業
で
深
手
を
負
い
な
が
ら
も
、

懸
命
に
挽
回
を
図
っ
た
―
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
浮
き
沈
み
の
激
し
か
っ
た
金
弥
の
明
治
三
十
年
代
で
あ
る
が
、
新
聞
界

で
互
い
に
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
っ
た
の
が
中
民
と
新
報
で
あ
る
。
当
時
は
新
興
勢
力
・

中
民
（
明
治
二
十
五
年
七
月
三
十
日
創
刊
）
に
対
し
、
古
参
・
新
報
（
同
十
二
年
一
月

四
日
創
刊
）
と
い
う
図
式
。

激
し
い
販
売
合
戦
と
同
時
に
、
厳
し
く
対
立
し
紙
面
競
争

を
繰
り
広
げ
て
い
た
。
な
か
で
も
御
野
銀
行
破
綻
の
際
の
紙
面
展
開 （

�）な
ど
を
み
る
と
、

勢
い
新
報
記
事
は
そ
の
動
静
を
鋭
く
追
跡
取
材
し
て
い
る
。
次
の
記
事
は
臨
時
休
業
か

ら
破
産
宣
告
へ
と
至
る
間
の
も
の
で
、
ま
さ
に
好
事
例
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

【
史
料
９
】

新
報
明
治
三
十
四
年
八
月
二
十
四
日
付

●
御
野
銀
行
重
役
の
奔
走

昨
今
は
各
重
役
は
只
管

ひ
た
す
ら調
金
の
為
め
東
奔
西
走
な
し

つ
つ
あ
り
中
に
も
阪
（
坂
）
本
頭
取
は
一
昨
々
日
も
上
阪
中
な
る
中
野
寿
吉
氏
と

協
議
せ
ん
為
上
阪
し
た
る
が
今
同
行
を
開
店
せ
ん
に
は
少
な
く
も
十
万
円
の
金
を

調
達
せ
ざ
る
可
ら
ざ
れ
ば
四
週
間
内
に
開
店
を
見
る
事
到
底
覚
束
な
か
る
べ
し
と

云
ふ

明
治
三
十
一
年
以
来
、
通
算
で
七
回
代
議
士
を
務
め
た
金
弥
に
と
っ
て
、
こ
の
御
野

銀
行
倒
産
や
紡
績
事
業
の
失
敗
は
、
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
何
か
事
情
で
も
あ
っ
た
の

か
。
翌
三
十
五
年
八
月
十
日
行
わ
れ
た
第
七
回
衆
院
議
員
総
選
挙
で
は
、
地
元
岡
山
か
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ら
の
出
馬
を
見
送
り
、
代
わ
り
に
中
民
主
幹
や
社
長
を
務
め
た
義
夫
が
郡
部
候
補
者
と

し
て
立
っ
た
。

そ
し
て
金
弥
自
ら
は
、
鉱
山
経
営
で
縁
の
あ
る
大
分
県
か
ら
立
候
補
し
て
い
る
。
同

年
八
月
一
日
付
、
大
分
・
日
田
新
報
に
は
、
地
元
の
「
中
正
派
と
称
す
る
者
は
岡
山
県

の
坂
本
金
弥
氏
を
推
薦
」
し
て
、
各
党
各
派
が
選
挙
戦
を
戦
っ
て
い
る
選
挙
情
勢
の
記

事
を
伝
え
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
と
き
義
夫
は
岡
山
で
当
選
し
た
も
の
の
、
金
弥
の
方

と
い
え
ば
こ
の
七
回
と
第
八
回
の
二
回
連
続
、
大
分
で
落
選
の
憂
き
目
を
み
た
。
ま
さ

に
弱
り
目
に
祟
り
目
で
あ
る
。
中
央
政
界
に
金
弥
が
返
り
咲
く
の
は
二
年
後
の
第
九
回

総
選
挙
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

さ
て
、
今
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
金
弥
は
何
足
も
の
草
鞋

わ
ら
じ

を
は
き
、
多
彩
な
顔
を

発
揮
し
な
が
ら
各
方
面
で
東
奔
西
走
し
た
。
お
そ
ら
く
席
の
温
ま
る
間
も
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
義
夫
や
鑒
四
郎
、
権
三
郎
ら
の
身
内
が
後
顧
の
憂
え
な
き
よ
う
金
弥
の

活
躍
を
陰
で
支
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
帯
江
鉱
山
の
鉱
毒
問
題
の
際
、
地
元

民
と
金
弥
の
間
に
立
ち
仲
介
の
労
を
取
っ
た
倉
敷
の
重
鎮
・
林
醇
平
の
ほ
か
、
金
弥
の

信
頼
が
殊
の
外
厚
か
っ
た
中
野
寿
吉
や
帯
江
鉱
山
鉱
長
・
支
配
人
と
し
て
切
り
盛
り
し

た
小
川
熊
治
ら
実
に
数
多
く
の
知
人
や
友
人
、
そ
れ
に
支
援
関
係
者
が
存
在
し
て
い
た

こ
と
は
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

結
び
に
か
え
て

今
回
の
小
稿
で
は
明
治
四
十
年
代
以
降
の
動
向
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
か
っ

た
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
明
治
後
半
期
か
ら
晩
年
の
大
正
時
代
に
か
け
、
金
弥
の
動
向

は
さ
ら
に
大
き
く
揺
れ
る
。
鉱
山
業
か
ら
の
撤
退
を
は
じ
め
、
中
民
の
倉
敷
・
大
原
家

へ
の
身
売
り
や
、
護
憲
運
動
に
よ
る
第
三
次
桂
太
郎
内
閣
の
倒
壊
、
つ
ま
り
大
正
政
変

に
お
け
る
金
弥
の
政
治
家
と
し
て
の
立
ち
位
置
な
ど
。
そ
こ
に
は
多
く
の
「
物
語
」
が

隠
さ
れ
、
し
か
も
幾
つ
か
の
「
謎
」
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
次
回
は
、
新
聞
人
・
政
治
家
と
し
て
の
金
弥
像
を
検
証
し
、
他
日
の
機
会
に
稿
を
改

め
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
残
る
課
題
に
つ
い
て
二
、
三
の
指
摘
を
し
て

お
く
。

ま
ず
、
九
州
地
方
で
の
よ
り
詳
細
な
金
弥
の
事
績
と
あ
わ
せ
、
秋
山
定
輔
が
語
っ
て

い
る
金
弥
復
活
後
の
「
関
西
財
界
の
重
鎮
」
と
は
一
体
い
か
な
る
金
弥
だ
っ
た
の
か
。

そ
の
具
体
的
な
動
向
や
、
金
弥
と
関
わ
っ
た
地
元
・
中
央
政
界
の
同
志
を
は
じ
め
と
し

た
人
物
群
と
の
関
わ
り
は
。
そ
し
て
鉱
山
業
者
と
し
て
一
定
の
評
価
を
受
け
た
金
弥
の

事
業
は
、
岡
山
県
鉱
業
史 （

�）の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
意
義
付
け
が
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
―

の
よ
う
な
点
で
あ
る
。

な
お
、
将
来
的
に
「
中
民
三
代
坂
本
金
弥
・
義
夫
・
権
三
郎
」
と
し
て
の
検
証
を

予
定
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
そ
の
手
始
め
と
し
て
の
素
描
と
な
る
よ
う
心
掛
け
た
。

今
後
と
も
金
弥
関
係
の
一
次
史
料
発
掘
と
あ
わ
せ
て
、
さ
ら
に
事
績
の
追
究
を
続
け
て

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

〈
追
記
〉
執
筆
に
当
た
っ
て
山
陽
学
園
大
の
故
太
田
健
一
名
誉
教
授
や
岡
山
近
代
史

研
究
会
の
方
々
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
ほ
か
、
岡
山
県
立
記
録
資
料
館
、
岡
山
県
立

図
書
館
郷
土
資
料
室
の
館
員
ら
多
く
の
人
の
手
を
煩
わ
せ
ま
し
た
。
こ
こ
に
報
告
し
、

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

〈
注
〉

（
１

）
市

史
編

集
委

員
会

『
岡
山

市
史

（
人
物

編
）
』
一
九

六
八
年
。
吉

井
親
一

編
『

近
世
岡
山

県
先

覚
者

列
伝

故
人

百
聚

』
一
九

五
六
年
。
田
中

誠
一

編
著

『
備

作
人

名
大

辞
典

』
一
九
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三
九
年
な
ど
。

（
２
）
備
中
庭
瀬
藩
医
で
漢
学
者
。
兄
は
節
斎
。
公
務
の
傍
ら
塾
を
開
き
、
弟
子
は
三
千
人
に
及

ん
だ
と
い
う
。

（
３
）
一
八
七
八
年
、
県
庁
在
籍
の
小
松
原
英
太
郎
（
の
ち
の
新
報
主
筆
、
文
部
大
臣
）
ら
に
よ

り
設
立
。
岡
山
市
内
を
中
心
に
郡
部
の
青
少
年
ら
が
経
済
や
簿
記
、
算
術
な
ど
学
ん
だ
。
初

代
所
長
は
箕
浦
勝
人
（
の
ち
の
逓
信
大
臣
）
で
、
金
弥
は
そ
の
一
期
生
。

（
４
）
『
岡
山
市
史
（
人
物
編
）
』
で
は
金
弥
が
直
接
代
言
人
と
し
て
活
動
し
た
と
は
触
れ
て
な
い

が
、
こ
こ
で
は
『
岡
山
県
歴
史
人
物
事
典
』
（
山
陽
新
聞
社
）
な
ど
に
依
拠
し
た
。

（
５
）
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
発
行
の
『
時
事
評
論
』
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
掲
載
の
〈
帯

江
銅
山
と
阪
（
坂
）
本
金
弥
〉
で
は
明
治
二
十
二
年
経
営
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
６
）
県
史
編
纂
委
員
会
『
岡
山
県
史

第
十
巻

近
代
Ⅰ
』
一
九
八
五
年
。

五
六
三
～
五
六

四
頁
。

（
７
）
帯
江
鉱
山
以
外
の
他
の
支
山
名
は
以
下
の
通
り
。
笹
ケ
畝
（
川
上
郡
）、
瀬
戸
（
英
田
郡
）、

弥
高
（
小
田
郡
）
、
大
桐
（
上
房
郡
）
、
樫
村
（
真
庭
郡
）
、
青
瀧
（
広
島
県
神
石
郡
）
。
売
却

代
金
は
帯
江
三
四
〇
〇
円
～
大
桐
、
樫
村
の
各
五
〇
〇
円
。

（
８
）
市
史
研
究
会
『
新
修
倉
敷
市
史
第
五
巻
近
代
（
上
）
』
二
〇
〇
二
年
。
四
八
九
頁
。

（
９
）
山
口
県
出
身
の
藤
田
伝
三
郎
は
、
大
阪
で
藤
田
組
を
設
立
。
秋
田
県
・
小
坂
な
ど
の
官
営

鉱
山
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
土
木
や
鉱
山
業
を
営
ん
だ
。
岡
山
県
内
で
は
児
島
湾
干
拓
や
柵

原
鉱
山
、
片
上
鉄
道
な
ど
事
業
を
行
っ
た
。

（

10）
今
の
Ｊ
Ｒ
山
陽
本
線
の
前
身
で
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
当
時
の
国
鉄
が
買
収
。
二

四
年
、
岡
山
に
初
め
て
陸
蒸
気
が
お
目
見
え
し
、
同
年
三
月
、
三
石
―
岡
山
間
、

引
き

続
き

同
年
四
月

末
、
岡
山
―
倉
敷
間
、
同
年
七
月

ま
で
に

笠
岡
ま
で
開
通
し
た
。

（

11）
こ
の

煙
突
に

つ
い
て
は
、
在
間

宣
久

氏
が
児
島
虎
次
郎
「
酒
津
の
農
夫
」
と
帯
江
鉱
山
の

タ
イ
ト
ル
で
『
倉
敷
の
歴
史
』
第
七
号
の
中
で
触
れ
て
い
る
。

（

12）
日
本
綿
業
倶
楽
部
が
絹
川
太
一
著
作
に
よ
り
昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
か
ら
順
次
、
刊

行
。
第
二
巻
に
玉
島
紡
績
の
項
が
あ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
四
頁

（

13）
岡
山
旭
川
河
畔
の
相
生
橋
東
詰
め
に
あ
っ
た
伊
木
忠
澄
の
下
屋
敷
を
一
万
七
千
円
で
購

入

し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

（

14）
『
中

庄
村

誌
』
（
一
九
三
三
年
）
は
中
村

常
三
郎
編
で
、
同

誌
の
第
八

章
第
二
節
、
初

等

教
育
の
二
〇
四
頁
と
同
二
〇
六
頁
。

（

15）
古
河
鉱
業
の
主

要
銅
山
で
あ
る

足
尾
鉱
山
（

栃
木
県
）
は

稼
業
時
、

愛
媛
県
・

別
子
、

茨

城
県
・
日
立
、
秋
田
県
・
小
坂
、
同
県
・

尾
去

沢
と
と

も
に
、

わ
が
国
の
代

表
的
な
銅
山
で

あ
っ
た
。
明
治
二
十
年
代
に

最
盛
期
を

迎
え
た

急
激
な
銅
山
開
発
で
下

流
地

域
に

深
刻
な
公

害
を

引
き

起
こ
し
、
一
大
社
会

問
題
と
な
っ
た
。
日
本
の
「
公

害
の
原

点
」
と
言

わ
れ
て
い

る
。『
日
本
大

百
科

全
書
』
一
九
八
四
年
な
ど
。

（

16）
犬
島
の
銅

製
錬
所

移
転
時
期
は

ま
ち

ま
ち
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
『
岡
山
県
史
（
年

表
）
』

が
明
治
三
八
年
、
『
岡
山
市
史
（
人
物
編
）
』
が
四
十
年
と

す
る
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

四
十
二
年
春
の

稼
働
説
に

従
っ
た
。

（

17）
「

尾
平
鉱
山

誌
」
編

集
事
務

局
編
『

尾
平
鉱
山

誌
』
（

緒
方

町
立
歴
史

民
俗

資
料
館
発
行
、

二
〇
〇
四
年
）
に
よ
る
と
、
金
弥
は
「
明
治
二
十
八
年

ご
ろ
、

愛
媛
県

宇
和
島
の
人
、

都
築

温
太
郎
か
ら
一
万
六
千
円
で
購

入
。
十

数
年
間
、
経
営
し
た
が

採
算
の

取
れ
な
い

借
区

稼
業

で
あ
っ
た
の
か
、
明
治
四
十
一
年
、
大

分
県

南
海
部
郡
の

井
上

平
吉
に

譲
り

渡
し
て
い
る
」

と
記
述
し
て
い
る
。

（

18）
岡
山
藩
の
人
で
、
明
治
時
代
を
代

表
す
る

実
業

家
。
当
初
官

吏
と
し
て

働
い
た
が
、
明
治

五
年
（
一
八
七
二
）
に

辞
任
し
、
以

後
実
業

界
へ

転
身
し
た
。
鉄
道
、
金

融
、

窯
業
、

電
灯

な
ど
岡
山

財
界

へ
の

貢
献

ぶ
り
は
、
人

呼
ん
で
「
備
前

西
郷
」
と

も
称
さ
れ
た
。
三
十
八
年

（
一
九
〇
五
）
設
立
の
日
本

製
銅

硫
酸

肥
料

株
式
会
社
は
本
社
を

船
着

町
、

工
場
を
小

串
に

設
け
た
。

（

19）
京

都
大
学

教
授
（

工
学

博
士
）
、

専
攻
は

採
鉱

冶
金
学
。

都
窪
郡

福
田
村
（

現
・
岡
山
市

南
区
）
出
身
で
、
明
治
五
年
十
一
月
生
ま
れ
。

（

20）
こ
の
間
の
岡
山
県
下
金

融
界
の
動

向
に

つ
い
て
は
、
『
中
国

銀
行
五
十
年
史
』
の
「
岡
山

県
内
の
銀
行
の

取
付
け
と
破
綻
」（
九
〇
～
九
五
頁
）
で
詳
し
く
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

（

21）
倉
敷
市

阿
知
出
身
。
金
弥
と
は
秋
山

定
輔
が
東

京
帝
国
大
学

法
科
を

卒
業
し
た
明
治
二
十

三
年
、
岡
山
で

偶
然

巡
り

合
い
、

意
気

投
合
し
た
。
『
秋
山

定
輔
は

語
る
』
の
中
で
、
「
当
時

の
彼
は

頗
る
年
少
気

鋭
、
初
め
て

遭
っ
た
時
か
ら
お

互
い
に

天
下
国

家
の

話
、
新
聞
事
業
の

話
、

何
に

つ
け
て
も
坂
本
は
唯
一
の
共

鳴
者
だ
っ
た
」
と
も

振
り
返
っ
て
い
る
。

（

22）
新
報
「

御
野

銀
行

重
役
の

奔
走
」
以
外
の
記
事
で
は
、
明
治
三
十
四
年
八
月
二
十
七
日

付

「
御

野
銀
行
の

破
産

決
定
」、
同
九
月
一
日

付
「
御

野
銀
行
の

破
綻
と
銀
行

界
」
な
ど
掲
載
。

（

23）
先
学
の
研
究
と
し
て
『
帯
江
鉱
山
と
そ
の

周
辺
の

地
域
社
会

第
１
・
２

集
』
（

池
田
陽

浩
氏
）
や
『

吉
岡
銅
山
の
歴
史

概
要
』
（
小

西
伸

彦
氏
）
な
ど
の
著
述
が
あ
る
。
そ
の
他
、

金
弥
に

つ
い
て
は

元
山
陽
新
聞
記
者
二
人
の
著
作
「
瀬
戸
内
の
経
済
人
」
（

赤
井

克
己

氏
）

と
「

岸
田

吟
香
と
明
治
岡
山
の
新
聞
人
」（

佐
藤

豊
行

氏
）
の
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
さ
か
も
と
の
ぼ
る
当
館
利
用
者
）
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坂本金弥略年譜

西暦 和暦 年齢 実 業 家 関 係 の 主 な 事 項

1865 慶応元 1 2･16、岡山市生まれ

1887 明治20 23 父・弥七郎の営む質屋兼古物商を継ぐ

1888 21 24

1889 22 25 入江武一郎らと岡山で政治団体「鶴鳴会」を結成

1890 23 26 代言人としても活動。秋山定輔と出会う

1891 24 27
鶴鳴会を備作同好倶楽部と改称、西村丹治郎ら加わる。月刊雑誌「進歩」発行。６月、三菱合資会社から帯江鉱山
買収

1892 25 28 7･30、日刊新聞「中国民報」創刊し、社主となる。帯江鉱山で新鋭機械を導入

1893 26 29 帯江鉱山の機械化進む

1894 27 30
帯江鉱山の溶鉱炉煙突完成。7･8、岡山小橋町で県下対外硬派大懇親会に出席。7･10、尾道で対外硬派演説会と同
懇親会に木堂らと同行出席。7･13、岡山市上西川町189番邸へ転居（中民7･13付）。7･21、上房郡高梁町で備北４郡
対外硬派大懇親会に出席弁士として出席

1895 28 31
金堀鉱山買収。28年ごろ、愛媛・宇和島の都築温太郎から尾平鉱山の借区購入。8･3付中民、備前陶器株式会社の
発起者に木山精一、林醇平らと一緒に設立届中。8･11、西中島町・旭座で中国進歩党政談大演説会の弁士の一人に。
9･8付中民、金弥が備前紡績の創立委員に

1896 29 32
２月改選 県会議員。3･10、御野郡石井村で備前紡績設立、引き続き御野銀行も設立。７月、金弥の弟・義夫が同
志社卒業、中民編集局主幹となる。7･5、三石クレー株式会社が設立

1897 30 33 4･8、石井十次が金弥を訪問

1898 31 34
3･15、第５回衆議院議員総選挙の第１、７区で同時初当選。金才鉱山買収。8･10、第６回衆議院議員総選挙で一区
から選出

1899 32 35
中民社長名義を中野寿吉に変更。９月、玉島紡績所破産。債権者・金弥の手に渡り、10月、吉備紡績株式会社とし
て操業継続

1900 33 36
中野寿吉、中民社長を辞し、いったん金弥に復す。２月、秋山定輔が二六新報再刊。復刊当たって金弥は当分の間、
「月々２千円送金」し、あわせて輪転機も提供

1901 34 37
中民社長、さらに義夫に変更したが衆議院議員候補者として出馬のため、義弟の権三郎が中民三代社長に就任。8･－、
井原、玉島共益、御野の各銀行で金融恐慌起こる。

1902 35 38
父・弥一郎没。金弥の事業、また好転。第７回大分県衆議院総選挙（8･10）で大分・中正派が金弥推薦したものの、
落選

1903 36 39
3･1、第８回衆議院選挙で大分県から再び出馬、落選。第５回内国勧業博覧会で２、３等賞牌を受領（7･1）
12･10、東京芝桜田本郷町で桜田倶楽部の発足式に出席

1904 37 40 3･1、第９回衆議院議員総選挙で犬養毅、竹内正志らとともに当選。政治団体「桜田倶楽部』結成

1905 38 41
8･20、孫文らの「中国革命同盟会」設立大会が東京赤坂区、金弥邸で開かれる。12･29付中民に古京町８番地（荒
手屋敷）へ移転広告

1906 39 42
弥高鉱山鉱毒訴訟で岡山地裁敗訴、直ちに控訴。金盛鉱山買収。9･19付新報、多額納税議員互選者で一位に。11･
23、岡山市東中山下、中民新社屋が完成、落成式と坂本合資会社（３月創立）開業披露を兼ね園遊会開く。併せて
劇場開放、自転車競走大会など催す。１１月、進歩党から別れ、鶴鳴倶楽部を組織

1907 40 43
4･1、岡山紡績、備前紡績、南海紡績（和歌山県）を絹糸紡績(本社・京都）が合併。7･2、帯江鉱山で労働争議起
こる

1908 41 44 第10回衆議院議員総選挙（5･15）で当選。倉敷紡績が吉備紡績を買収

1909 42 45 ３月、犬島製錬所が稼働

1910 43 46 5･29、鶴鳴会解散し、立憲国民党岡山支部が発足

1911 44 47 5･18、大隈重信、渋沢栄一ら一行が来岡、歓迎会に臨むとともに、同夜、大隈は金弥邸に宿泊

1912 大正元 48 藤田組へ帯江鉱山と犬島製錬所の売却を申し出。5･15、第11回衆議院議員総選挙で当選

1913 2 49
第３次桂太郎内閣誕生を機にした大正政変で犬養毅と袂を分かつ。3･15、中民経営は坂本家から大原孫三郎に移る。
備前紡績の株もこの時、大原家へ。11･27、坂本合資会社は帯江鉱山と犬島精製錬所を藤田組へ譲渡（135万円）

1914 3 50 6･22、幹事長と議員の辞表提出

1915 4 51
3･25、第12回衆議院議員総選挙で当選（金弥応援のため犬養毅、選挙投票入口に現れる）。この時の様子は中民が
号外発行で報道

1916 5 52
6･10、金弥邸で東京・金子亀五郎氏を招き、喜多流謡曲会。6･10付中民、金弥が「伊達家所蔵の磐城文琳、５万６
千円で落札」の記事掲載。9･21、合資会社藤田組が柵原鉱山買収

1917 6 53 4･20の第13回衆議院総選挙で当選。７月、犬島藤田組製錬所の煙害で地区住民が会社へ交渉

1918 7 54 磐城文琳、京都・永昌堂が15万６千円で落札

1919 8 55 代議士を辞職し、政界から引退。藤田組の帯江銅山は操業停止、犬島精錬所の休業

1920 9 56

1921 10 57

1922 11 58 3･20、 東京美術倶楽部の坂本金弥氏所蔵品入札が行われる

1923 12 59 9･1、関東大震災で被災。病躯をおし横浜から船で兵庫県垂水の別邸に移り、静養。翌10月22日、死去

＜注＞ 年齢は数えで表記


